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太陽電池発電設備に係る受変電設備の点検頻度見直しの工程表 
〇太陽電池発電所における受変電設備の点検頻度については、本来、他の受変電設備と同一に扱  
われるべきもの。ただし、全量買取制度の導入の経緯の中で、その扱いに混乱が生じている。 
○したがって、全量買取制度に基づく太陽電池発電所については、新たに設置され間もないことも踏
まえ、当面点検頻度の統一化を猶予する一方、太陽電池発電所の受変電設備と相当規模（50～
2000kw程度）の需要設備の受変電設備を対象とした実態調査及び新たなルール作りを早急に行う。 

～平成25年7月末 
～平成25年10月末 ～平成25年 

   11月末 ～平成26年 
   1月末 

○点検頻度：年２回（現行） 

○点検頻度：1回／1～3箇月に設定。 
      （＝既存の需要設備の受変電設備と同等。） 
※猶予期間中は、保安管理の徹底を周知 

○相当規模の
受変電設備の
保安データを
収集。 

平成25年6月末～ 【猶予期間中】 

告示改正 
公表・周知 

➀事故状況の分析 
➁経年劣化や技術進歩
に伴う設備の信頼性を踏
まえた点検頻度の検討 
③点検による事故の未然
防止状況の分析 
④同一型式設備に対する
点検頻度や設置年数等
が及ぼす影響の分析 
 

○審議会で専門
家や消費者によ
る審議 

○パブリックコ
メント 
○告示改正作
業 
 

～平成26年 
   3月末 

施行 

平成25年12月 平成26年2月 平成26年4月 

反映 

周知期間 
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